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早いもので、もう１１月です。肌寒い日が

多くなりました。

学校では、これからが学習指導に力を入れ

る時期です。学期末に向けて充実した学びを

展開し、基礎学力の定着と読解力の育成を図

りたいと思います。ご家庭でも、励ましのお

声かけをお願いいたします。

学校長

和田小学校ホームページ開設!

先日お知らせしました本校のホームページが、ついに閲覧してい

ただけるようになりましたので、お知らせいたします。

学校から保護者の皆様へのお知らせ等は、プリントやメール配信

が主ですが、ホームページ上においてもご確認いただけるようにし

ます。

アクセスには、下記 URL を入力していただくか、QR コードを
読み取ってください。

https://www.wada.town-mihama-wakayama.jp/

〈ご利用にあたって、次の点にご注意ください。〉

○「学びリンク」を掲載しています。これは、NHK for Schoolなど、
子どもたちの学習に資するサイトのリンクを貼ったものです。家

庭学習にご利用ください。ただし、視聴には通信料がかかります。

また、サイトによっては 広告が掲載される場合があります。ご

家庭でご利用の際は、保護者の方の適切なご指導をお願いいたし

ます。

検温をお忘れなく！

ご注意ください！
最近、検温をせずに登校する子どもが目立ちます。一日

のみならず、何日か続くこともあります。感染防止のため、

必ず検温をしてカードに記入し、登校させてください。自

分と他人の命を守るための行動です。検温をお忘れなく。

コロナの時代を生きていかねばならない私たちにとっ

て、新しい生活様式は、もはや常識となりました。皆様の

ご協力をお願いいたします。

世界津波の日に寄せて

１１月５日は、「世界津波の日」です。そ
れに合わせて５日（木）に朝礼を行い、講
話をしました。以下が、その要点です。

・11月５日は「世界津波の日」。なぜそう
なったかの秘密は、写真の人にある。

・名前は濱口梧陵。200年前の1820年、
広村（現在の有田郡広川町）に生まれた。

・今から166年前の1854年（安政元年）
11月5日、大地震（安政南海地震）が起
き、紀伊半島を津波が襲った。

・梧陵は、貴重な稲むら（稲の束を積み重
ねたもの）に火を放ち、この火を目印に
して高台へと村人を避難させた。これが、
「稲むらの火」の故事。

・それだけでなく、梧陵は被害を受けた故
郷を復興し、二度と津波の被害を受けな
いようにするため、私費を投じて堤防を
建設した。これが、「広村堤防」。

・この話にちなんで、11月5日が世界津波
の日となった。

・南海トラフ地震が今後30年以内に起きる
確率は、70～80％。命を守るために、
学校でも避難訓練をする。

・津波避難3原則を覚えておこう。
①想定にとらわれない。
②最善を尽くせ。
③率先避難者になれ。

※使用した濱口梧陵翁の肖像と現在の広村堤防の写真


